
 

 

 

10月の声を聞くころになってようやく暑さが落ち着き、朝晩は涼しさを感じるようになっ

てまいりました。保護者の皆様はいかがお過ごしでしょうか。学校では就職組が就職試験のピ

ークを終えた一方で、進学組がいよいよ入学試験の時期を迎えようとしています。学校全体と

しては、金商デパートの準備と本番であわただしい動きを見せる時期となります。3年生にと

っては高校生活の集大成となるイベントです。生徒の中には、行事に集中できるものもいれ

ば、受験勉強との両立を求められるものもいます。それぞれができることに違いはあります

が、全員が結果を出すことを目標に学年団一丸となって取り組んでまいります。 
 

１ 生徒の皆さんへ 

就職試験を終え、内定式を済ませた生徒も出てきました。進路が決まって、なんとなくふ

わふわした気持ちになっている人はいませんか。学校生活はまだまだ続きます。残された学

校生活をおろそかにすることなく、自分を成長させる努力を続けましょう。就職試験で見せ

た姿よりも、もっと立派になった姿で 4月の新生活を迎えてください。さて、進学組の人

は、入試シーズンに入ります。各自で準備は進んでいるでしょうか。限りある時間を有効に

使って、できることはすべてして、必ず合格するという気概で本番までを過ごしましょう。

一般入試を受ける人は長い勝負になります。体調管理はしっかり行いましょう。 

 

２ 保護者等の皆様へ 

お子様が進路実現に向けて頑張る姿を、保護者等の皆様はどのようにご覧になっているで

しょうか。成長を感慨深く受け止めていらっしゃる方もいれば、もっと頑張れるはずとさら

に期待を込めていらっしゃる方もいるでしょう。さて、誰が言い出したのか、「子育て四訓」

と呼ばれるものがあります。幼いころは、すべて親の手の届く範囲、目の届く範囲にいた子

も、いつしか親の手や目の届かない世界を持つようになる。高校時代はそんな時期だといわ

れます。目を離す時期というのは、親の庇護を離れ始める時期です。そんな時期になって

も、お子様の心は、体ほど行動ほどには大人ではないかもしれません。一番近くで見守って

きた大人の一人として、もうしばらくは心を離さず、支えてあげてください。 

 

子育て四訓 

 

・乳飲み子は肌を離すな 

・幼児は肌を離して手を離すな 

・少年は手を離して目を離すな 

・青年は目を離して心を離すな 
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